
「『春』、…花、桜、花見、花見酒…」おっとっ

と、連想が行き過ぎました。昨年3月まで、ちょう

ど入学式の頃に桜が咲く土地で生まれ育ってきた

私にとって、「春」といえば「花」、それも「桜」

が一番に頭に浮かびます。でも、「『春』…まずは

雪解け」を待ちわびるこの北の大地で、「花」への

連想経路を止めた私の頭に次に思い浮かんだのは、

自分でも意外なことに、「ことば」でした。

自分自身もしくは身の回りで何かと変化の多い

この時期、不安を感じたり緊張することも少なく

ありません。そんな時、「ことば」は元気を出した

り、こころを落ち着けるおまじないになってくれます。さて、私の書棚を見回して、春に似合うことばを探し

てみましょうか。

まず最初に手に取ったのは、歌人俵 万智さんの短歌と文に、美しい花の写真が添えられた「花束のように抱

かれてみたく（写真：稲越功一、同朋舎）」です。う～ん、やっぱり春と花は私の中で強力に結びついている

ようです。

春のことば、春とことば
中村　涼

緊急レポート! !図書館が変わった! !

新入生へのメッセージ
佐々木望・佐藤英恵

お知らせ
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春春のの野野ににふふとと舞舞いいおおりりるる朝朝ののたためめ

羽羽をを休休めめてていいるるススイイトトピピーー

好きな花ベスト３に、どんな気分や季節のときもス

イトピーだけは欠かせないと言う俵さんは、「ゆるや

かに波をうつその姿は、飛び立つときを待っている、

小さな蝶のようにも見える。」と書いています。新し

い学校や職場へ出かけるとき、初対面の人に会うと

き、そして最近の私ならば学期始めの講義へ向かう

とき、今から「飛び立つ」のは自分だけではないと

思うと、少しだけ気持ちが楽になるような気がしま

す。そして可憐なスイトピーの花が蝶に姿を変えて

舞い上がる瞬間を思い描いて、「よし！」と気合を入

れるのです。けれど、頑張り過ぎはからだにもここ

ろにも毒。うまくやってきたつもりでも、壁にぶつ

かることだってあるでしょう。最近ずっと忙しくて

休む暇もない、もしくは周りがみんな春めいている

のに自分だけその波に乗れない、そう思うときは、

あえて

立立ちち止止ままりりししゃゃががんんででみみよよううたたんんぽぽぽぽがが

世世界界をを見見てていいるる高高ささににななっってて

いつもと違う視点から周囲を見まわしてみると、見

慣れた景色の中から何か新しいものが見えてくるの

かもしれません。

そういえば、私の書棚には他にも俵 万智さんの本

が何冊か並んでいます。続けて彼女の本を開いてみ

ましょう。

次の本は、彼女がまだ県立高校の国語の先生をし

ていた時の作品集「［とれたての短歌です。］（角川書

店）」。浅井愼平さんのちょっと幻想的な写真も一緒

に楽しめます。この本の中で目に止まったのは次の

歌です。

ままだだ何何もも書書かかれれてていいなないい予予定定表表

ななんんででもも書書けけるるここれれかからら書書けけるる

この歌は、年齢や立場によって感じ方が異なるかも

しれません。スケジュール帳に空白の日があると強

い不安や孤独を感じる若者の話を聞いたことがあり

ます。だいたい４月は何かと行事が多くて誰のスケ

ジュール帳も空白が少ないのだけれど、５月の連休

を過ぎるとひと落ち着きしてきます。そんな予定の

空白がこころにも「ぽっかり感」を生じさせるので

しょうか。ところが私は、大学院とくに博士課程に

進んで以来、予定表に何も書かれていない日がある

と、ほっとするようになりました。時には、「ここに

はもう何の予定も書きたくない！」とばかりにその

空白日をマーカーペンで囲みたくなることもありま

す。ここ10年近く、私の年間予定表は常に、大学の

行事や授業の予定の他、学会、研究の予定、さまざ

まな書類や原稿の締切日が書かれ、その合間に友人

の結婚披露宴の日取りが書き込まれていたりします。

そして毎年、年度始めの春、すでにいくつものスケ

ジュールが書きこまれた予定表を前にして、赤く記
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された締切日を数えながらため息をついてしまうの

です。

でも、北海道での初めての冬を越した私は今まで

とちょっと違います。１年365日、すべての日がノル

マで埋まったわけでなし、まだまだ「これから書け

る」楽しみがあるではありませんか！思い返せば、

研究も学会参加も元は自分が望んで始めたことです。

学生時代、授業を受けることができ、そして今、授

業をすることができるのも大学の一員であればこそ。

つまり、一見他から与えられたように思っていた予

定やノルマも、よくよく考えてみれば「まだ何も書

かれていない予定表」に書きこんだのは私自身であ

ることに、気がつきました。

先の歌をよみ返しながら新しい気持ちになった私

は、別の書棚へと移動しました。最後に手にしたの

は本ではなく、かつてある専門学校で英語を教えて

いた時の講義ノートです。その学校の学生の多くは、

英語に苦手意識を持っていました。実は私も英語が

不得手です。ならば、お互いに楽しめる英語を勉強

しようじゃないかと、グリーティング・カードの書

き方や、洋楽や絵本を教材に授業をしていました。

そして毎週、授業の最後に「本日のおことば」と称

して、洋画の中の名台詞や英語のことわざなどを紹

介していたのです。その中に、毎春、最初の授業で

「私から皆さんへ入学祝の代わりに」と言って板書し

ていたことばがあります。

YYoouu hhaavvee ttoo bbuuiilldd yyoouurr oowwnn ffoorrttuunneess 

aanndd mmaakkee yyoouurr oowwnn ffuuttuurree..

（自分の運命は自分で築き、自分の未来は自分で創るのだ。）

残念ながら、出典がわかりません。話が少し飛びま

すが、米国の研究で、出来事に対して自分の力で変

化を起こすことができると考える人は、ストレスの

影響が軽くてすむことが報告されています。周囲へ

の感謝の気持ちを常に忘れないよう肝に銘じつつ、

自分の人生を創っていくのは自分自身なのだと、花

川のパノラマを見渡しながら改めて思う春です。

皆様の新年度、そして新入生の皆様の４年間が幸

多き日々でありますように。

資資料料紹紹介介
『とれたての短歌です。』

俵万智、浅井愼平著　

角川書店　１９８７

本館　911.168/Ta97



新学期に図書館へ来てみて、びっくりなさった方も多いのではないでしょうか？
そうです。図書館は春休み中、大きく変わりました。では、新しくなった図書館を一緒に

歩いてみましょう。

2001.04No.59

ままずずはは２２ＦＦ閲閲覧覧室室かからら……

皆様に今までご不便をおかけしていま
したが、ついに、本館にもグループ学習
室が設けられました。
室内には参考図書も

置かれ、ゼミの予習等、
様々な用途に適してい
ます。
利用の詳細は係にお

問い合わせください。

従来のAVルームの他に新しいAVルーム
ができました。ここにはCD-ROM端末と
マイクロ機器が設置されています。マイ
クロフィルムもみなさんの手に取りやす
いところに移動しましたのでたくさん利
用してください。

閲覧室のレイアウト変更に伴い、資料も移動しています。
詳しくは館内案内図、または利用のしおりをご覧ください。

＊
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書庫１層まで降りてみると…？あれっ？こんな所に
階段が！？

昨年まで食堂だった部分が、「地下集密書庫」
として生まれ変わりました。新入生の皆さんは
ここが食堂だったなんて、信じられないかもし
れませんね。設置された電動集密書架の収容可
能冊数は、約１３万８千冊。これにより、今ま
で館外資料室等に分散して収容されていた資料
が、閲覧室、書庫、そしてこの地下集密書庫に
すべて収容できることになりました。

もちろん、利用者は自由に
入ることができます。今まで
は、利用時間に制限があるな
ど、館外資料室の利用にはご
不便をおかけしていました
が、これからは開館時間中に
はすべての資料を利用いただ
けることになります。

集密書架はボタンを押すと開閉する電動式です。多くの資料を収容できるように、
通常は書架と書架の間のスペースを閉じていて、見たい資料のある書架のボタンを
押すと通路が開くしくみになっています。安全装置が付いていますから、まちがっ
て挟まるなんてことはありません。ご安心ください。

地下集密書庫には、検索端末２台も設置し、閲覧室まで戻らなくても資料を探す
ことができるようにしました。また、コピー機も１台設置しています。閲覧スペー
スやキャレル（個席）もありますので、ゆっくり座って本を読むこともできます。

また、閲覧室に設置してあった目録カードも、地下集密書庫の隣の部屋へ移動に
なりました。洋書の中にはデータ整備中のため、OPACでは検索できない資料があ
ります。それを補うため、こちらの目録カードをご利用ください。

書書庫庫１１～～３３層層ににはは文文学学関関係係のの図図書書がが入入りりままししたた。。
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この大学で一番素敵な場所は、この図

書館だ。この図書館は、夏は暑くなく、

冬は暖かで居心地がよい。私は何か特別

な用事がなくても、よく図書館にいる。

お腹が空いているときには｢ＰＯＲＯＣ

Ｏ｣でも眺め、今度行ってみたいお店をメ

モし、疲れているときなどは「ちくま」

などを見て心を和ませる。空き時間など

はDVDやビデオもみられるようになって

いるので、少しの間逃避もできる。

藤の図書館は開架式と言って私達が実

際に本を手に取って選び、借りることが

出来る。もちろん小・中・高でも開架式

だったと思うが、本の量、資料の質は全

く比べ物にならない。初めてこの図書館

に来たときの驚きを私は忘れない、めく

れば今にも破れそうな古い、貴重な本が

多くあって、触ってもいいのかためらう

くらいだ。しかしもちろん触っても、め

くっても良いのだ。私が書庫に初めて入

ったとき、手に取った本は「江戸滑稽新

聞」か何かだった。それでとても衝撃を

受けた覚えがある。やはりここは大学な

のだと。

私が図書館で一番気に入っていること

は、本の間に挟まってボーッと書架を眺

めることだ。書架を眺めているといろい

ろなことが目に入ってくる。‘今度はこの

本を借りよう’と目星をつけたり、‘今こ

んなことがはやりなのね’と妙に納得し

たり。私にとって本は装丁も重要なので、

装丁がきれいな本には自然と目が行き借

りたくなる。自分に関係ないと思ってい

る分野の書架でも眺めていると面白そう

な本がけっこうあり、新鮮に感じる。読

まず嫌いは損だなと。藤では通常、本が

30冊借りられる。しかも16条校舎の図書

館だけではなく、花川館の本も借りられ

るので、あわせて60冊借りられるのだ。

その上バーコードの付いてない雑誌はそ

れとは別に借りられる。こんな大学はめ

ったにないのではないかと思う。この大

学が声を大きくして主張できることの一

つだと思う。特にゼミの発表の時には一

番図書館にお世話になる。日本文学で使

う資料はかなり揃っているので、あれも

これもと結局10冊は借りてしまう。また

資料探しは自分でパソコンで検索して調

べるが、わからないときなどは図書館員

の方に聞くと一緒に探してくれたり、調

べてくれたりする。とても親切に丁寧に

調べてくれる。またインターネットを使

った雑誌検索と新聞検索もできるように

なったので更に便利になった。インター

ネットと言えば、知っている方も多いと

思うが、自分のうちでも藤のホームペー
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みなさんは図書館を見て最初にどう思

われましたか。本の多さやきれいなこと

またはビデオやDVDが豊富なことなどで

しょうか。

私も１年生の時、驚いた記憶がありま

す。高校の図書館とは比べられないほど

広く、種類が多いので、読むぞと気合い

が入っていました。本の冊数は毎年急増

しています。花川館は昨年、保育学科が

移動してきたことで図書館も増設しまし

た。

図書館は居心地が良いですね。本を選

んで過ごしたり、勉強はもちろんのこと、

疲れたら画集を見たり、ビデオを見たり

できます。私が最も利用しているのは、

コンピュータの資料検索と利用検索です。

資料検索はレポート課題のための本を探

すためであったり、気になる著者の他の

本を調べたりしています。利用検索は、

自分がどの本を何冊借りているか確認す

るためのものです。これは自分の学生証

の裏の番号とパスワードを入力して調べ

ることができます。私は、借りる曜日を

決めていないので、まめにチェックしな

いとすぐ延滞になりかねません。延滞に

なると１週間借りることができないので、

みなさんも注意してくださいね。

夏休みなど長期の休みになる１週間ほ

ど前から、貸出期間が長くなります。大

学で忙しくても休みの時に読みたかった

本をじっくり読むことができます。小説

など人気のある本は早いもの勝ちですよ。

また、雑誌や写真集なども休みの間ずっ

と借りることができるので、私もたくさ

ん借りて楽しんでいます。

藤の大学図書館は、学生のためにいろ

いろなサービスを積極的にしてくれます。

読みたい本・DVDの要望もできます。他

大学や石狩市の図書館とも提携している

ので、利用することもできます。このよ

うにいろいろなサービスが受けられるの

も、私たち学生が利用したいと積極的に

ならなければ宝のもちぐされですよね。

１年生で分からないからこそたくさん

図書館を利用して、図書館員の人に質問

してください。図書館の方はやさしくて

丁寧に教えてくれます。私もまだ利用し

ていないサービスもあるのでこれから活

用したいと思っています。

利用法やサービスについてより多く知

っていると、効率良く資料を集めること

ができ、自分のやりたいことがたくさん

できます。また、毎日の生活で知りたい

ことややってみたいことについての専門

的な本があることは知的好奇心を沸かせ

てくれます。これからの学生生活を楽し

むために、みなさんが図書館を利用して

もらえるとうれしく思います。

ジから図書館のホームページに行って蔵

書の検索が出来る。これは本当に便利だ。

新入生の皆さんにもぜひ活用して欲しい。

新入生の皆さんには本当にうまく図書

館を利用し、楽しんで欲しいと思う。
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オオリリエエンンテテーーシショョンンととガガイイダダンンススののおお知知ららせせ

図書館では５月中旬以降、新入生のオリエンテーションを予定し
ています。
また、卒論ガイダンスと新聞記事検索等のデータベースガイダン

スも随時実施しておりますので、詳しくは掲示等をご覧ください。

学学生生ののみみななささんんにに朗朗報報でですす!! !!

貸出冊数が各館 ３３００冊冊 までに増えました。

石石狩狩市市民民図図書書館館ととのの相相互互利利用用ササーービビススににつついいてて

石狩市民図書館との相互利用が１月１０日より始まりました。下記のようなサービスを行っています。
どうぞご利用ください。

・ 石狩市民図書館の利用者登録（利用者カードの作成）が当館カウンター
を通じてできます。

・ 石狩市民図書館の蔵書を当館カウンターを通じて借用できます。送料
はかかりません。

・ 石狩市民図書館の蔵書は同館のホームページで調べることができま
す。

http://www.ishikari-lib-unet.ocn.ne.jp

＊その他、詳しくはカウンターでお尋ねください。

「「図図書書館館だだよよりり」」がが大大ききくくななっったたここととにに気気づづききままししたたかか？？

これからは、大きさだけではなく、内容ももっと充実したものをみなさんにお届けしたいと思ってい
ます。
そこで、「図書館だより」ではもっと、読者のみなさんの声を掲載したいと考えています。最近読ん

だ本でおもしろかったもの、感想等、本に関することでしたら何でも結構です。備え付けの用紙に記入
の上、図書館に設置してある“図書館だより原稿募集箱”へ入れてください。みなさんからのたくさん
の原稿をお待ちしております。
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